
水
道
が
市
・
町
の
も
の

で
な
く
な
っ
た

水
道
事
業
は
従
来
、
各

市
・
町
が
運
営
し
て
い
ま

し
た
。
と

こ
ろ
が
、

２
０
１
８

年
か
ら
香

川
県
で
は
、

８
市
８
町

（
つ
ま
り

直
島
町
を

除
く
県
内

全
域
）
が

共
同
で
香

川
県
広
域

水
道
企
業

団
を
作
り
、

そ
こ
が
水

道
施
設
を
持
ち
運
営
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
企

業
団
と
は
、
民
間
企
業
で

は
な
く
県
や
市
・
町
と
同

じ
地
方
公
共
団
体
の
一
種

で
職
員
も
地
方
公
務
員
で

す
。こ

の
こ
と
か
ら
、
水
道

が
も
と
も
と
抱
え
て
い
る

問
題
に
く
わ
え
て
、
こ
れ

ま
で
に
は
な
か
っ
た
様
々

な
問
題
や
心
配
も
生
ま
れ

て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
本
稿
で
は
、
そ
う
し

た
問
題
の
う
ち
主
な
も
の

を
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
能
登
半
島
地
震

で
は
、
被
災
者
は
断
水
に

も
非
常
に
苦
し
め
ら
れ
ま

し
た
。
水
道
の
耐
震
化
が

も
っ
と
進
ん
で
い
た
ら
、

被
害
は
減
っ
て
い
ま
し
た
。

水
道
管
の
耐
震
化
が
遅

れ
て
い
る

水
道
管
は
、
大
き
く
分

け
て
２
つ
に
分
類
さ
れ
ま

す
。
一
つ
は
、
水
源
か
ら

幹
線
道
路
の
下
ま
で
の
基

幹
管
路
。
も
う
一
つ
は
、

基
幹
管
路
か
ら
分
か
れ
て

各
家
庭
ま
で
の
管
で
す
。

水
道
の
地
震
対
策
に
は

い
ろ
ん
な
方
法
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
中
で
注
視
さ

れ
る
一
つ
が
基
幹

管
路
の
耐
震
化
で

す
。別

表
を
ご
覧
下

さ
い
。
企
業
団
は

２
０
２
２
年
実
績

で
既
に
遅
れ
、
２

０
２
７
年
で
は
さ

ら
に
遅
れ
、
現
時

点
で
計
画
時
の
目

標
に
到
達
で
き
な

い
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
南
海

ト
ラ
フ
地
震
へ
の
備
え
は

後
退
し
、
被
害
を
大
き
く

し
て
し
ま
い
ま
す
。

耐
震
化
を
進
め
る
に
は
？

遅
れ
の
大
き
な
原
因
は
、

損
益
の
悪
化
に
よ
る
財
源

不
足
で
す
。
物
価
や
工
事

労
務
費
の
高
騰
に
よ
り
、

費
用
が
増
大
し
て
い
ま
す
。

財
源
不
足
を
解
決
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
？

①
借
金
を
増
や
す
の
は
、

負
担
の
先
送
り
。
②
現
状

で
は
費
用
削
減
に
は
限
度

が
あ
り
、
大
き
な
効
果
は

期
待
で
き
な
い
。
③
こ
れ

以
上
の
水
道
料
値
上
げ
は
、

多
く
の
県
民
、
特
に
生
活

困
窮
者
に
と
っ
て
非
常
に

苦
し
い
。
④
根
本

的
な
解
決
は
、
国

や
県
の
援
助
を
増

や
す
こ
と
で
す
。

国
は
、
「
水
道

事
業
の
経
費
は
経

営
に
伴
う
収
入
に

よ
っ
て
ま
か
な
う
」

こ
と
を
強
調
し
ま

す
。
企
業
団
も

「
そ
れ
に
な
ら
え
」

で
す
。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
で
良
い
の
で
し
ょ

う
か
？
憲
法
に
は
、
「
す

べ
て
国
民
は
、
健
康
で
文

化
的
な
最
低
限
度
の
生
活

を
営
む
権
利
を
有
す
る
」

と
あ
り
、
水
道
水
の
あ
る

生
活
は
ま
さ
に
こ
れ
そ
の

も
の
で
す
。
続
け
て
「
国

は
、
す
べ
て
の
生
活
部
面

に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
、

社
会
保
障
及
び
公
衆
衛
生

の
向
上
及
び
増
進
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
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海
外
で
戦
争
す
る
た
め

の
装
備
を
持
つ

安
保
戦
略
で
は
、
こ
の

戦
略
を
「
平
和
安
全
法
制

（
安
保
法
制
＝
戦
争
法
）

で
整
え
ら
れ
た
枠
組
み
」

つ
ま
り
集
団
的
自
衛
権
を

行
使
で
き
る
枠
組
み
に
基

づ
い
て
、
「
戦
後
の
我
が

国
の
安
全
保
障
政
策
を
実

践
面
か
ら
大
き
く
転
換
す

る
も
の
」
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
心
が
「
反
撃
能
力

（
敵
基
地
攻
撃
能
力
）
」

で
す
。
敵
基
地
攻
撃
能
力

は
一
九
五
六
年
の
「
政
府

見
解
」
で
「
法
理
的
に
は

自
衛
の
範
囲
に
含
ま
れ
、

可
能
」
と
し
た
も
の
の
、

そ
の
後
こ
の
能
力
の
保
有

は
憲
法
の
趣
旨
に
反
す
る

と
し
て
、
歴
代
の
内
閣
が

保
有
を
否
定
し
て
き
た
も

の
で
す
。
安
保
戦
略
で
は

こ
の
五
六
年
の
政
府
見
解

を
「
（
戦
争
法
で
示
さ
れ

た
）
武
力
の
行
使
の
三
要

件
の
下
で
行
わ
れ
る
自
衛

の
措
置
に
も
そ
の
ま
ま
当

て
は
ま
る
」
と
し
て
お
り
、

反
撃
能
力
は
「
三
要
件
を

満
た
す
場
合
に
行
使
」
さ

れ
る
と
し
て
い
ま
す
。

「
武
力
の
行
使
の
三
要

件
」
と
は
、
「
密
接
な
関

係
に
あ
る
他
国
」
へ
の
武

力
攻
撃
が
「
存
立
危
機
事

態
」
に
な
っ
た
場
合
に
武

力
行
使
で
き
る
と
す
る
も

の
で
、
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
を
意
味
し
ま
す
。
つ

ま
り
「
反
撃
能
力
」
は
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
と
し

て
も
発
動
す
る
の
で
す
。

二
〇
一
五
年
の
安
保
法
制

に
よ
っ
て
集
団
的
自
衛
権

行
使
が
可
能
に
な
っ
て
も
、

「
専
守
防
衛
」
の
自
衛
隊

は
他
国
を
攻
撃
す
る
装
備

は
ほ
と
ん
ど
持
っ
て
お
ら

ず
、
集
団
的
自
衛
権
を
実

際
に
行
使
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回

「
反
撃
能
力
」
を
持
つ
こ

と
で
、
そ
の
行
使
が
可
能

に
な
り
ま
す
。
ま
さ
に
安

保
政
策
を
「
実
践
面
か
ら

大
き
く
転
換
す
る
も
の
」

で
、
集
団
的
自
衛
権
に
基

づ
く
海
外
で
の
戦
争
を
装

備
面
で
も
可
能
に
す
る
も

の
で
す
。

香川の水道の話①
いのちの水を守る会 香川

世話人 堀井ゆずる

日
本
を｢

戦
争
国
家｣

に
す
る

安
保
３
文
書

そ
の
２

９
条
の
会
・
か
が
わ
事
務
局

能
登
半
島
地
震
で
は
最

大
４
メ
ー
ト
ル
地
盤
が
隆

起
し
た
。
地
殻
変
動
は
地

震
発
生
時
だ
け
起
き
て
い

る
の
で
は
な
い
。

日
本
列
島
周
辺
で
は
、
地

球
表
面
を
覆
う
硬
い
板
状

の
岩
盤
（
プ
レ
ー
ト
）
四

枚
の
動
き
に
よ
り
複
雑
な

力
が
か
か
っ
て
い
る
。
四

国
が
の
る
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ

レ
ー
ト
に
は
、
南
方
よ
り

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト

が
沈
み
込
み
、
四
国
は
北

西
方
向
に
押
さ
れ
続
け
て

い
る
。
こ
の
プ
レ
ー
ト
境

界
の
海
溝
状
の
地
形
を

「
南
海
ト
ラ
フ
」
と
呼
び
、

繰
り
返
し
大
地
震
が
発
生

し
て
い
る
。
ま
た
、
プ
レ
ー

ト
運
動
に
よ
る
ひ
ず
み
が

内
陸
で
も
強
ま
る
と
陸
域

の
活
断
層
な
ど
で
直
下
型

の
地
震
が
発
生
す
る
。

阪
神
淡
路
大
震
災
後
に

整
備
さ
れ
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ

り
地
殻
変
動
が
常
時
監
視

さ
れ
て
お
り
、
国
土
地
理

院
地
殻
変
動
情
報
表
示
サ

イ
ト
で
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
長
崎
県
の
福
江
を
固

定
し
た
場
合
に
室
戸
岬
で

は
年
間
約
４
セ
ン
チ
、
高

松
南
高
校
に
設
置
さ
れ
て

い
る
電
子
基
準
点
高
松
Ａ

は
約
１
セ
ン
チ
北
西
に
動

い
て
い
る
。
（
図
参
照
）

日
々
爪
の
伸
び
る
速
さ

で
大
地
は
動
い
て
い
る
が

一
定
の
動
き
で
は
な
い
た

め
に
、
ひ
ず
み
が
強
ま
る

こ
と
で
地
震
が
発
生
す
る
。

日
本
共
産
党
の
９
日
の

「
四
国
一
斉
宣
伝
デ
ー
」

で
は
、
音
の
宣
伝
が
四
国

一
円
、
各
地
で
響
き
ま
し

た
。白

川
よ
う
子
衆
院
四
国

比
例
候
補
は
徳
島
で
、
女

性
後
援
会
、
久
保
た
か
ゆ

き
候
補
と
徳
島
１
区
候
補

と
街
頭
宣
伝
を
行
い
ま
し

た
。ま

た
、
10
日
、
さ
さ
い

孝
志
衆
院
香
川
三
区
候
補

は
丸
亀
市
内
で
宣
伝
。
さ

さ
い
氏
は
、
「
自
民
党
の

裏
金
が
何
に
使
わ
れ
て
い

た
の
か
明
ら
か
に
せ
よ
。

物
価
高
で
、
賃
金
は
あ
が

ら
な
い
な
ど
国
民
の
く
ら

し
は
大
変
だ
。
大
企
業
優

遇
、
ア
メ
リ
カ
い
い
な
り

の
政
治
を
変
え
よ
う
」
と

訴
え
ま
し
た
。
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久
し
ぶ
り
の
衆
議
院
会
館
で
す
。

愛
媛
県
西
予
市
で
進
め
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
る
、
西
予
市
民
病
院
と

野
村
病
院
、
つ
く
し
苑
へ
の
指
定

管
理
者
制
度
導
入
の
件
で
国
会
へ
。

和
氣
和
夫
市
議
、
大
森
よ
う
こ
西

予
市
く
ら
し
・
子
育
て
相
談
室
長

が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
、
市
民

の
声
を
総
務
省
に
伝
え
ま
し
た
。

昨
年
２
月
、
西
予
市
は
突
然
３

施
設
の
指
定
管
理
委
託
の
申
請
を

議
会
に
告
げ
ま
し
た
。
市
民
も
病

院
職
員
も
寝
耳
に
水
。
「
西
予
市

民
病
院
な
ど
を
守
る
会
」
を
立
ち

上
げ
、
約
６
５
０
０
筆
の
「
指
定

管
理
導
入
中
止
を
求
め
る
請
願
署

名
」
を
集
め
、
講
演
会
や
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

今
年
２
月
１
日
に
行
わ
れ
た
野

村
で
の
住
民
説
明
会
で
は
、
野
村

病
院
の
現
有
60
病
床
が
大
幅
減
の

30
床
か
無
床
診
療
所
に
な
る
か
の

２
案
が
示
さ
れ
、
参
加
し
た
市
民

か
ら
は
不
安
や
怒
り
、
不
信
の
声

が
次
々
と
あ
が
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
中
、
野
村
病
院
の
守
田
人
司
院

長
の
発
言
は
、
参
加
者
を
お
お
い

に
励
ま
し
ま
し
た
。
市
長
の
隣
で

説
明
者
側
の
席
に
座
っ
て
い
た
院

長
は
、
「
気
持
ち
と
し
て
は
そ
っ

ち
（
市
民
側
）
に
座
っ
と
る
よ
う

な
気
持
ち
で
す
」
、
「
市
は
指
定

管
理
者
制
度
の
導
入
の
経
緯
も
、

正
し
く
情
報
を
伝
え
て
い
な
い
。

一
番
の
問
題
は
、
西
予
市
民
病
院

の
大
赤
字
だ
」
こ
の
問
題
の
本
質

を
ず
ば
り
指
摘
。

住
民
に
支
え
ら
れ
、
職
員
の
努

力
と
と
も
に
野
村
病
院
は
黒
字
経

営
で
す
。
野
村
の
地
域
は
西
日
本

豪
雨
災
害
時
、
豪
雨
と
ダ
ム
の
放

流
で
甚
大
な
被
害
を
う
け
、
住
民

の
連
隊
の
力
で
今
や
っ
と
一
歩
づ

つ
前
に
進
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

病
院
や
学
校
は
地
域
の
核
で
す
。

勇
気
り
ん
り
ん
エ
ッ
セ
イ

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
国
政
対
策
委
員
長

白
川
よ
う
子

地
球
の
息
吹
②

大
地
の
う
ご
き

地
理
愛
好
家

瀬
戸
海

大
地

四
国
一
斉
宣
伝
デ
ー


